
 
平成２２年２月３日 

 

   がん医療におけるコミュニケーション・スキル講習会を開催 

 

（報道概要） 

がん治療では、「戦うべき時」と「戦うことを断念するべき時」があります。患

者さんがこのギアチェンジを適切にできるように「がん専門医」の病状説明能力

＝コミュニケーション技能教育が重要となっています。 
 国立がんセンター東病院 臨床開発センター精神腫瘍学開発部の内富教授らを

中心に日本人の特性を研究調査した結果から、日本人向けの Bad News Telling の

手法として SHARE protocol が開発されました。この普及のため 2008 年度から厚

生労働省の委託事業として医療研修推進財団主催「がん医療に携わる医師に対す

るコミュニケーション技術研修会」が全国で開催されていますが、「中国・四国広

域がんプロフェッショナル養成コンソーシアム」大学院教育の取組みとして「コ

ミュニケーション技術研修会」を徳島で２年ぶりに開催します。 
 

 行事名：第２回徳島コミュニケーション技術研修会（ＣＳＴ） 

 

 日 時：平成２２年２月６日（土）～７日（日） 

      第１日目 １０：００～１８：００ 

      第２日目  ９：００～１６：００ 

 

 会 場：徳島大学 医学部会議室及びスキルスラボ 

     （徳島市蔵本町３丁目１８番地の１５） 

 

少人数制の２日間のハードな講習会で専門医が話し方の練習を行います。 

前回は、講師は全員県外講師を招いての開催でしたが、今回は特別な養成コー

スを終えた県内講師（片山医師）が企画参加しています。 

 

 

<背景> ２００７年４月にがん対策基本法が施行され、厚生労働省と都道府県で
「がん対策推進計画」の作成が進む中で、２００７年度から文部科学省が医療系
大学院教育の中で「がん専門職」を養成するプログラムを開始した。徳島大学も
中四国８大学連合の中心的メンバーとして、この取組みを推進しています。 

徳島大学大学院ヘルスバイオサイエンス研究部（研究部長：林 良夫）で

は、がん医療に従事している医師を対象とした第２回徳島コミュニケーショ

ン技術研修会（ＣＳＴ）を下記のとおり開催します。 

お問い合わせ先 

部局名 大学院ヘルスバイオサイエンス研究部 

責任者 研究部長 林 良夫 

担当者 医学･歯学･薬学部等事務部 学務課 

大学院係長 岩森 清澄（いわもり きよずみ） 

電話番号 ０８８－６３３－９６４９ 

メールアドレス isygakumudgic@jim.tokushima-u.ac.jp 






